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医学教育者のためのワークショップ＊1

畑　尾　正　彦＊2

はじめに

　シドニーのニューサウスウエルス大学内に設置

されたWHO西太平洋地域RTTC（Regional
Teacher　Training　Center）のTTWS（Teacher

Training　Workshop）に，日本からはじめて，牛

場大蔵，日野原重明，館　正知の3先生が参加さ

れた翌年，1974年に第1回「医学教育者のための

ワークショップ」が，裾野市の富士教育研修所で

行われた．爾来，この全国規模のTTWSは毎年1

回行われ，1993年12月までで20回となった．

　また，この間に，「医学教育開発ワークショッ

プ」が3回開かれている．

1．医学教育者のためのワークショップ

　第1回から第8回までは『医学教育白書1982年

版』に，第9回から第12回までは同1986年版に

掲載されているが，それらを含め，その後の第13

回～第20回までの開催年月日，主催，後援・協力，

主題参加者数，講師（タスクフォース，コンサ

ルタント）数を表1に示す．

　1）開催場所

　開催場所は第1回から第20回までを通じて同

じく，静岡県裾野市にある富士教育研修所である．

　2）開催期間

　当初，ワークショップの開催期間は7泊8日で

あったが，その後6泊7日となり，さらに参加者

がそれぞれの機関を空ける日数を少しでも短くす

べく，スケジュールをなるべくコンパクトにして，
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第8回からは5泊6日となった．開始前日には，

開催場所である富士教育研修所にディレクター，

タスクフォースおよび事務局メンバーが集まり，

綿密に仕上げの打ち合わせを行っている．

　3）主催・協力・後援

　このワークショップは厚生省と文部省科研費総

合研究班との主催ではじまったが，第6回から厚

生省・文部省主催，日本医学教育学会の主として

人的協力，医学教育振興財団の主として財政的協

力，WHOの後援という形が定着し，今日にいた

っている．第1回と第2回はシドニーのRTTC
から2名ずつのコンサルタントが全期間を通じて

参加・指導したが，その後は時に短期参加がある

だけで，WHOはもっぱら精神的な後援となって

いる．

　4）主　題

　ワークショップの主題として，第1回から教育

の枠組となる「カリキュラム・プランニング」が

取り上げられたが，第4回と第5回は「教育評

価」，第6回と第7回は「教育方法」というように

カリキュラムの1つの要素に力点を置かれた．第

10回～第12回では「組織としての教育機能の開

発」を主題として，個々の教育者の教育能力の向

上とともに，改善実行上の組織的能力の開発が目

指された．しかし，いずれの場合にも，重点の置

き方が変わるだけで，期間中に行われる内容その

ものは，それほど大きく変わることはなかった．

第13回以降は教育活動の基本を律するものとし

て，ふたたび「カリキュラム・プランニング」が

主題とされている．

　5）ねらいと目標

　上記の主題のもとに行われるワークショップの

ねらいと目標は，毎年春に行われる最初の準備会

議で，ディレクター，タスクフォースおよび事務
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表1．医学教育者のためのワークショップ
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講師数

回 開催年月日 主　　　催 協　力・後援 主　　　題

参
加
者
数

タスク

フオース

コンサ

ルタント

1 1974．12．14～21．
厚生省・文部省

科研費総合研究班 WHO カリキュラム・プランニング 20 5 7

2 1976．12．15～22．
厚生省・文部省

科研費総合研究班 WHO カリキュラム・プランニング 20 5 8

3 1977．1．10～17．
厚生省・文部省

科研費総合研究班 WHO カリキュラム・プランニング 40 9 1

4 1977．12．18～24． 厚生省 WHO 教育評価 28 5 2

5 1978．12．4～11． 厚生省 WHO 教育評価 28 5 3

6 1979．12．15～21． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
教授方法 28 5 5

7 1980．12．8～14． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
教授方法 30 6 3

8 1981．12．13～18． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 7 2

9 1982．12．12～17． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 2

10 1983．12．11～16． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
組織としての教育機能の開発 40 6 4

11 1984．12．2～7． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
組織としての教育機能の開発 40 6 3

12 1985．12．8～13． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
組織としての教育機能の開発 40 6 2

13 1986．12．7～12． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 2

14 1987．12．6～11． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 2

15 1988．12．4～9． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 2

16 1989．12．3～8． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 2

17 1990．12．2～7． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 1

18 1991．12．8～13． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 1

19 1992．12．6～11． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 1

20 1993．12．10～15． 厚生省・文部省
日本医学教育学会

医学教育振興財団・WHO
カリキュラム・プランニング 40 6 3

（表の講師数にディレクターは含まれていない）


